
　参加者によると、テーマをみて何を問われているのかわからなかったら

しい。起きてますとか、そういう答えではなさそうである。あなたは将来
に希望（＝夢）をもっていないと言えるかという意味なのか、という質問
もあった。説明するとこうなる。「いまここで人と話してると思ってるかも
しれませんけど、そういう夢をみてるだけかもしれませんよね」。問いはバ
リー・ストラウドの『君は今夢を見ていないとどうして言えるか』を改変
し拝借した。もっとも、読んでないからタイトルだけが元ネタである。懐
疑論と呼ばれているが、参加者全員が最初に出した答えは「言えない」で
ある。最後も同じく「言えない」である。どのような答えも「でも、それ
が夢じゃないと言えるの？」という反問を退けることが難しいからである。
もちろん、言えないという結論より大事なことは、その難しさが何に由来
するかを知ることであった。そして参加者のみなさんが敢えて「言える」
の立場に立ち、答えを一つ一つ（感覚、科学、etc.）吟味してくれたおかげ
でポイントが見えてきた。全員が確認したのは次の事である。「問いが意味
をなすには、夢ではない別の何か（例えば現実）が要請される」。夢がある
ならそれと区別される何かがあるという意味ではなく、それは夢ではない
かと問う問いそれ自体が意味を持ちうるための〈基盤〉は、夢だけでは成
り立たないという事である。さて、では今がその現実だろうか？　最後に
この問いが残った。　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（報告：桑原英之）

　　　　　　　

メ
ン
バ
ー
コ
ラ
ム

 　
哲
学
へ
の
権
利

高
橋　
綾

　
来
年
二
月
に
、
中
之
島
哲
学
コ
レ
ー
ジ
ュ
で
「
哲
学
へ
の
権
利
」
と

い
う
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
の
上
映
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
映

画
は
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
が
設
立
し
た
「
国
際
哲

学
コ
レ
ー
ジ
ュ
」
の
そ
の
後
を
追
っ
た
も
の
で
あ
る
。
詳
し
い
内
容
は

本
編
を
見
て
い
た
だ
く
と
し
て
、「
哲
学
へ
の
権
利
」
と
い
う
言
葉
が
、

近
頃
妙
に
気
に
な
っ
て
い
る
。

　
哲
学
す
る
こ
と
が
、
な
に
か
に
つ
い
て
考
え
る
と
い
う
思
考
の
実
践

で
あ
る
と
し
て
、
何
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
「
権
利
」

な
の
か
。
私
た
ち
に
は
自
分
の
考
え
た
い
こ
と
を
考
え
、
発
言
す
る
自

由
が
あ
る
。「
哲
学
へ
の
権
利
」
も
ま
た
、
こ
う
し
た
思
考
の
自
由
、
権

利
に
類
す
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
が
、
カ
ン
ト
は
、
自
分
の
考
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
こ
と
は
、

哲
学
的
な
思
考
で
は
な
い
と
言
う
。
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
哲
学
的
に
考

え
る
と
は
、
今
自
分
が
た
ま
た
ま
置
か
れ
て
い
る
立
場
、
条
件
で
ど
う

す
る
か
を
考
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
自
分
以
外
の
他
の
人
、
ど
の
立
場

に
置
か
れ
て
い
る
誰
で
あ
っ
て
も
そ
う
す
べ
き
だ
と
い
え
る
こ
と
は
何

か
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
自
分
の
関
心
や
置
か
れ
て
い
る
立
場
か
ら

物
事
を
考
え
る
こ
と
は
誰
も
が
す
る
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。
む
し

ろ
、
自
分
か
ら
離
れ
て
考
え
る
こ
と
、
自
分
と
他
人
と
が
と
も
に
考
え
、

議
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
思
考
の
場
所
を
作
る
こ
と
、
そ
れ
こ

そ
が
思
考
す
る
自
由
で
あ
り
、
哲
学
す
る
と
い
う
権
利
な
の
だ
と
カ
ン

ト
な
ら
言
う
だ
ろ
う
。

　
思
考
の
場
所
で
あ
る
べ
き
大
学
や
学
校
は
今
や
、
市
場
化
が
進
み
、

自
分
の
利
益
を
増
や
す
技
術
、
理
性
の
私
的
使
用
と
し
て
の
思
考
を
教

え
る
場
所
へ
と
変
貌
し
つ
つ
あ
る
。
哲
学
コ
レ
ー
ジ
ュ
は
、
人
々
に
と
っ

て
自
由
に
思
考
す
る
場
所
、
哲
学
へ
の
権
利
を
保
証
す
る
場
所
で
あ
り

つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

【
高
橋
綾
】

大
阪
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
招
聘
教
員
、
カ
フ
ェ
フ
ィ
ロ
事
務
局
。
大

人
や
こ
ど
も
と
の
哲
学
対
話
の
実
践
を
行
う
ほ
か
、
お
笑
い
ユ
ニ
ッ
ト
ひ
し
形
を
結
成
、
笑
い
の

哲
学
を
思
考
、
実
践
し
て
い
る
。

瓦版　２００９年１２ 月号

Pick up イベント　Pick up イベント　

神戸哲学カフェ神戸哲学カフェ『あなたは今夢を見ていないと言えるか？」『あなたは今夢を見ていないと言えるか？」

コーヒーショップＪＵＮ：神戸市営地下鉄「大倉山駅」より徒歩１分、
阪急・阪神電鉄「高速神戸駅」より徒歩５分。

【神戸哲学カフェ】
2005年から続いている哲学カフェです。コーヒーショップＪＵＮが
主な開催場所です。現在は隔月で開催しています。参加人数はだいた
い 10名前後で常連さんもいらっしゃいます。参加費は 1000円。ワ
ンドリンク＋サンドイッチ付。わいわい話しがはずむことも、悶々と
考え込むことも、煮詰まって沈黙することも、いろいろありますが、
その場で生まれる参加者の言葉を大事にしてのんびりとやってます。

日時：11月 15日（日）13:30～16:00
場所：コーヒーショップ JUN
進行：桑原英之

　



　
京
阪
な
に
わ
橋
駅
構
内
「
ア
ー
ト
エ
リ
ア
Ｂ
１
」
に

て
開
催
し
て
い
る
中
之
島
哲
学
コ
レ
ー
ジ
ュ
。
十
一
月

十
七
日（
火
）開
催
の
哲
学
カ
フ
ェ「
患
者
中
心
の
ケ
ア
っ

て
ど
う
い
う
こ
と
？
」
に
は
、
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
四

十
名
近
い
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
ケ
ア
を
受
け
て
い
る
方
、
御
家
族
の
介
護
を
し
て
い

る
方
、
看
護
・
介
護
・
福
祉
の
現
場
で
働
い
て
い
る
方
、

現
在
ケ
ア
と
は
縁
が
な
い
と
い
う
方
等
々
、
年
齢
も
立

場
も
異
な
る
方
々
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
る
な
か
、
全
体

と
し
て
は
「
中
心
」
と
い
う
言
葉
を
め
ぐ
っ
て
「
中
心
っ

て
ど
う
い
う
こ
と
か
」
を
問
う
か
た
ち
で
議
論
が
展
開

し
て
い
き
ま
し
た
。 

　
「
企
業
が
『
顧
客
志
向
』
と
い
う
の
に
似
て
い
る
」、「
も

と
も
と
医
療
者
の
視
点
か
ら
出
さ
れ
た
こ
と
ば
で
あ
る
」

な
ど
、
普
段
当
然
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
を
改

め
て
吟
味
し
て
み
る
と
、
こ
の
言
葉
が
い
か
に
与
え
ら

れ
た
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
か
に
気
付
か
さ
れ
ま
す
。
議
論

の
中
で
、「
医
療
で
も
看
護
で
も
介
護
で
も
な
く
、
患
者

中
心
の
「
ケ
ア
」
で
あ
る
と
こ
ろ
を
考
え
た
い
」、「『
誰

が
』
中
心
か
で
は
な
く
、『
生
活
』
が
中
心
で
は
な
い
か
」

と
言
わ
れ
て
い
た
点
が
大
変
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
本

当
に
良
い
ケ
ア
と
は
何
で
あ
る
か
は
、
私
た
ち
自
身
で

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
全
般
に
医
療
関
係
者
の
方
の
発
言
が
多
か
っ
た

せ
い
か
、
医
療
の
受
け
手
の
方
の
発
言
が
少
数
派
と
な
っ

た
こ
と
も
、
ケ
ア
を
語
り
考
え
て
い
く
の
は
誰
で
あ
る

の
か
考
え
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。　
　

　
研
究
会
で
も
な
け
れ
ば
講
演
会
で
も
な
く
、
医
療
者

の
方
々
と
ケ
ア
を
受
け
る
方
々
と
が
同
席
し
垣
根
を
は

ら
っ
て
対
話
で
き
る
場
が
な
い
こ
と
が
現
状
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
そ
の
も
の
が
貴
重
に
思
え
た
時

間
で
し
た
。

　
カ
フ
ェ
に
御
参
加
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
報
告
：
高
山
佳
子
） 

2009 年 10～1１月活動一覧
10/11　シネマ哲学カフェ『続・逆転夫婦！？』　シネ･ヌーヴォー　中川雅道
10/11　対話セミナー：問答法にチャレンジする　アートエリアB１　中川雅道
10/20　哲学カフェ「本当の私？」　神戸市北区子育て支援センター　松川絵里
10/23　哲学カフェ「ありのまま、とは？」　アートエリアB１　岡辺裕美
10/24　哲学カフェ「人格教育、道徳教育、『心の教育』？」　　Klein Blue　寺田俊郎
10/25　書評カフェ「医学の危機あるいは反医学の危機？」　カフェ P/S　松川絵里
11/ 9　　〈テツドク！〉第５回：南方熊楠『南方熊楠随筆集』　さする庵　西川勝
11/15　哲学カフェ「『働く』ことについて」　伊丹・クロスロードカフェ　井尻貴子・本間直樹
11/15　哲学カフェ「あなたは今夢を見ていないといえるか？」　コーヒーショップ JUN　桑原英之
11/17　哲学カフェ「患者中心のケアってどういうこと？」　アートエリアB１　高山佳子・西川勝
11/17　哲学カフェ「なぜ人は嫌なことは覚えているのにうれしいことは忘れてしまうのか？」　神戸市北区子育て支援センター　松川絵里　
11/21   哲学カフェ「自分の考える自分と他人からみた自分は何が違うのか？」　とよなか国際交流センター　山口真理子
11/27　アートと考える「そん -りつ【存立】」　アートエリアB１　宮本博史・西川勝
11/22　シネマ哲学カフェ『ボヴァリー夫人』　シネ･ヌーヴォー　本間直樹
11/28　哲学カフェ「われわれは自由か？」　Klein Blue　寺田俊郎

CAFÉ PHILO（カフェフィロ）

2005年、大阪大学・臨床哲学研究室のメンバーを中心に発足、哲学カフェ、哲学対話セミナー
（こども／大人対象）など、哲学の対話を促進する活動を展開中。

〒560-8232　大阪府豊中市待兼山町１-５　大阪大学文学研究科　本間準教授室内
e-mail : info@cafephilo.jp　　　http://www.cafephilo.jp
哲学喫茶瓦版　2009年 12月 25日発行
発行人：本間直樹　編集・デザイン：井尻貴子・松川絵里

京阪電鉄中之島線「なにわ橋駅」地下構内に設けられたアート
エリアＢ１。中之島哲学コレージュでは、哲学カフェや書評カ
フェ、公開セミナーといったプログラムを提供している。

賛助会員募集中
　　カフェフィロでは、カフェフィロの活動に賛同し協力してくださる賛助会員（年会費 3,000 円）を募集しています。会員
　　の方には、『哲学喫茶』最新号と、『哲学喫茶　瓦版』（隔月発行）をお送りします。詳しくは、info@cafephilo.jp まで。

中
之
島
哲
学
コ
ー
ジ
ュ

哲
学
カ
フ
ェ『
患
者
中
心
の
ケ
ア
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？
」
日
時
：
十
一
月
十
七
日
（
火
）

場
所
：
ア
ー
ト
エ
リ
ア
Ｂ
１

進
行
：
西
川
勝
・
高
山
佳
子

【
中
之
島
哲
学
コ
レ
ー
ジ
ュ
】

十
月
十
一
日　
　
対
話
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
「
問
答
法
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
」

　
　
　
　
　
　
　
進
行　
中
川
雅
道

十
月
二
三
日　
　
哲
学
カ
フ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
「
あ
り
の
ま
ま
、
と
は
？
」　

　
　
　
　
　
　
　
進
行　
岡
辺
裕
美

十
一
月
十
七
日   
哲
学
カ
フ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
「
患
者
中
心
の
ケ
ア
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？
」

　
　
　
　
　
　
　
進
行　
西
川
賢
・
高
山
佳
子

十
一
月
二
七
日　
ア
ー
ト
と
考
え
る
「
そ
ん-

り
つ
【
存
立
】」

　
　
　
　
　
　
　
ゲ
ス
ト　
宮
本
博
史

　
　
　
　
　
　
　
進
行　
西
川
勝

CAFÉ PHILO


